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　『
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
』
に

は
、「
首
都
圏
」
と
「
関
西
」
の

２
つ
の
会
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ『
郷

土
愛
を
基
調
と
し
た
会
員
相
互
の

親
睦
お
よ
び
ふ
る
さ
と
「
信
州
中

野
」
と
の
交
流
』
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
会
で
は
２
年
に
１
度
、
総

会
を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
の
仲
間

と
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
次
回
の
総
会
開
催
日
は

首
都
圏
が
本
年
４
月
１
日
㈯
、
関

西
は
本
年
１１
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん

に
中
野
市
の
出
来
事
な
ど
を
ま
と

め
た
情
報
誌
や
、
市
内
の
特
産
品

な
ど
を
注
文
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

 

会
員
募
集

　
首
都
圏
・
関
西
の
両
ふ
る
さ
と

信
州
中
野
会
で
は
、
新
規
会
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
方
や
、
親
戚
、
友
人
な

ど
で
本
市
出
身
の
県
外
在
住
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ふ

る
さ
と
信
州
中
野
会
お
よ
び
会
員

募
集
に
つ
い
て
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
会
金
・
年
会
費
は

無
料
で
す
。

 

入
会
方
法

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
本
市
の

出
身
地
区
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

フ
ァ
ク
ス
�
５
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル
　furusato@city.nakano.

nagano.jp

「
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
」の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募集

▲平成 27 年度首都圏ふるさと
信州中野会総会の様子

　
市
で
は
、
市
内
の
臨
床
研
修
病

院
の
指
定
を
受
け
た
病
院
（
以
降

「
市
内
の
病
院
」）
の
医
師
と
し
て

従
事
し
よ
う
と
す
る
志
の
あ
る
医

学
生
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
2９
年
度
の
貸
付
希
望
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者
　
大
学
に
お
い
て

医
学
を
専
攻
し
て
い
る
者
で
、

卒
業
後
３
年
以
内
に
市
内
の
病

院
の
医
師
と
し
て
従
事
す
る
意

思
を
有
す
る
者

○
貸
付
金
額
　
月
額
20
万
円
（
限

度
）

○
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
の
月
か

ら
大
学
卒
業
の
月
ま
で

○
貸
付
条
件
　
市
内
の
病
院
に
お

い
て
貸
付
期
間
と
同
一
期
間
勤

務
す
る
こ
と

○
募
集
人
員
　
２
人

○
募
集
期
間
　
募
集
人
員
に
達
す

る
ま
で

医
学
生
の
奨
学
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

医療

出
品
業
者
を
募
集
し
ま
す

募集

ふ
る
さ
と
納
税
特
典
品
の

　
本
市
の
知
名
度
の
向
上
や
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
者
に
市
内
産
農
産
物
や

特
色
あ
る
品
物
な
ど
を
特
典
品
と

し
て
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
平
成
28
年
度
は

１2
月
末
ま
で
で
、
全
国
か
ら
延
べ

１
万
７
千
件
を
超
え
る
ご
寄
附
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
2９
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
特
典
品
の
取
扱
い
品
目
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
魅
力
あ
る
特
典
品
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ぞ
中
野
市
と
い
っ
た
逸
品

や
、
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
優

れ
た
品
な
ど
を
生
産
・
製
造
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
の
と
お
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
募
集
商
品
　
市
内
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
、製
造
さ
れ
た
食
品
・

製
品
な
ど
で
、
一
般
財
団
法
人

中
野
市
産
業
公
社
へ
納
品
す
る

こ
と
が
で
き
、
贈
答
品
と
し
て

宅
配
可
能
な
も
の

○
申
し
込
み
方
法
　
一
般
財
団
法

人
中
野
市
産
業
公
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
者
　
一
般
財
団
法
人
中
野

市
産
業
公
社

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

○
返
還
の
免
除
　
貸
付
期
間
と
同

一
の
期
間
を
市
内
の
病
院
で
勤

務
し
た
場
合
、
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）
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◆
中
野
地
区

中
町
‐
小こ

ば
や
し林

正ま
さ
と
し敏

、
西
町
‐
小こ

ば
や
し林

哲て
つ
ろ
う郎

、
東
町
‐
髙た

か

の野
茂し

げ

み美
、
松
川

‐
外と

や

ま山
健け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
、
普
代
‐
荒あ

ら

い井

善よ
し
あ
き秋

、
東
松
川
‐
宮み

や
ま
え前

宗む
ね
た
か敬

、
一

本
木
‐
竹た

け
う
ち内

宣の

り

お男
、
栗
和
田
‐

小こ
ば
や
し林

千ち

は

る春
、
西
条
‐
清し

み

ず水
榮え

い

じ治
、

上
小
田
中
‐
滝た

き
ざ
わ沢
周し

ゅ
う
い
ち一
、
下
小
田

中
‐
竹た

け
う
ち内

秀ひ
で
は
る治

、
東
吉
田
‐
海う

ん

の野

昇の
り
ま
さ正

◆
日
野
地
区　

間
山
‐
鈴す

ず

き木
保や

す

お雄
、
新
野
‐
浦う

ら

の野

武た

け

お夫
、
更
科
‐
小こ

ば
や
し林

文ふ

み

と人
、
高
遠

‐
市い

ち
か
わ川

甲こ
う
い
ち一

、
東
山
‐
仲な

か
じ
ょ
う條

裕ひ
ろ
ゆ
き幸

◆
延
徳
地
区
　

桜
沢
‐
佐さ

と

う藤
隆た

か
し

、
大
熊
‐
柴し

ば
も
と本

晃て

る

お雄
、
北
大
熊
‐
小こ

い

け池
隆た

か
し

、
小
沼

‐
渡わ

た
な
べ辺

悦え

つ

お男
、
篠
井
‐
田た

な

か中
敬け

い

じ次
、

新
保
‐
郷ご

う
ど
う道
修の

ぶ
ひ
ろ弘

◆
平
野
地
区　

西
江
部
‐
篠し

の

だ田
克か

つ

お男
、
東
江
部
‐

長な
が
し
ま島
和か

ず

お夫
、
泉
‐
古ふ

る
は
た幡
新し

ん
い
ち一
、
岩

船
‐
平ひ

ら
や
ま山

明あ
き
ら

、
片
塩
‐
鈴す

ず

き木
惠め

ぐ
み

、

七
瀬
‐
髙た

か
な
み波
洋ひ

ろ
し

、
吉
田
‐
長な

が
し
ま島

政ま
さ
ひ
ろ弘

、
長
嶺
‐
吉よ

し
ご
え越

富と

み

お男

　
平
成
2９
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
各
役
員
が
次

の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
　
浅
沼
泉

副
会
長
　
清
水
榮
治
、
鈴
木
保

雄
、
風
間
務
、
中
島
源

理
事
　
佐
藤
隆
、
長
島
政
弘
、
岩

下
定
秀
、
武
田
利
彦
、
荻
原
司
、

丸
山
正
光
、
西
野
克
美

区
長
会
役
員
が
決
定

※
敬
称
略

◆
高
丘
地
区　

安
源
寺
‐
小こ

ば
や
し林

昭あ

き

お夫
、
草
間
‐

小こ
ば
や
し林
実み

の
る

、
日
和
‐
北き

た
ざ
わ沢
吉よ

し
の
ぶ信
、
立

ケ
花
‐
寺て

ら
し
ま島

正ま
さ
と
も友

、
牛
出
‐
鈴す

ず

き木

哲て

つ

お夫
、
栗
林
‐
鈴す

ず

き木
正ま

さ
ゆ
き幸

、
大
俣

‐
浅あ

さ
ぬ
ま沼

泉い
ず
み

◆
長
丘
地
区

田
麦
‐
岩い

わ
し
た下

定さ
だ
ひ
で秀

、
厚
貝
‐
藤ふ

じ
さ
わ澤

孝た
か
み
つ充

、
壁
田
‐
小こ

ば
や
し林

清せ
い
い
ち一

、
古
牧

‐
秋あ

き
や
ま山

一か

ず

み己

◆
平
岡
地
区　

竹
原
‐
武た

け

だ田
利と

し
ひ
こ彦

、
金
井
‐
田た

じ

り尻

司し

ろ

う郎
、
西
笠
原
‐
清し

み

ず水
秀ひ

で

し志
、
東

笠
原
‐
山や

ま
ぐ
ち口

年と
し
な
が永

、
新
井
‐
栗く

り
ば
や
し林

一か
ず
ひ
ろ宏
、
若
宮
‐
山や

ま
ぐ
ち口
昇し

ょ
う
い
ち一
、
北
間

長
瀬
‐
石い

し

だ田
勝か

つ

お雄
、
南
間
長
瀬

‐
山や

ま
ぐ
ち口
浩ひ

ろ
ふ
み文
、
長
元
坊
‐
山や

ま
も
と本

奇き

よ

と

世
人

◆
科
野
地
区　

赤
岩
‐
花は

な
お
か岡

正ま
さ
あ
き明

、
深
沢
‐
風か

ざ

ま間

務つ
と
む

、
越
‐
髙た

か
は
し橋

猛た
け
し

◆
倭
地
区　

岩
井
‐
佐さ

さ

き

々
木
忍し

の
ぶ

、
岩
井
東
‐

荻お
ぎ
わ
ら原

司つ
か
さ

、
田
上
‐
市い

ち
む
ら村

光み
つ
て
る輝

、
柳

沢
‐
上う

え

の野
健け

ん

じ治
、
中
小
屋
‐
三み

つ

い井

久ひ

さ

し誌
、
牧
ノ
入
‐
山や

ま

だ田
幸ゆ

き
ふ
さ総

◆
豊
津
地
区　

替
佐
‐
丸ま

る
や
ま山
正ま

さ
み
つ光
、
笠
倉
‐
割わ

り

た田

知と
も
の
り則
、
硲
‐
三み

つ

い井
善よ

し

と登
、
奥
手
山

‐
祢ね

つ津
豊ゆ

た
か

、
美
沢
‐
平ひ

ら
や
ま山

純す

み

お男

◆
上
今
井
地
区　

上
今
井
‐
西に

し

の野
克か

つ

み美

　
平
成
2９
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
を
２
月
１7
日
、
市
民
会
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
自
治
の
先
頭
に
立
っ
て

ご
尽
力
い
た
だ
く
各
地
区
の
区
長

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２9
年
度 

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

▲浅沼泉会長と新役員の皆さん

◆
永
田
地
区　

穴
田
‐
町ま

ち

だ田
好よ

し

お雄
、
毛
野
川
‐

滝た
き
ざ
わ沢
清き

よ
し

、
南
永
江
‐
坂さ

か
も
と本
秀ひ

で
ふ
み文
、

北
永
江
‐
中な

か
じ
ま島

源み
な
も
と、

梨
久
保
‐

片か
た
ぎ
り桐
輝て

る

お雄
、
涌
井
‐
水み

ず

の野
義よ

し
た
か孝
、

親
川
‐
市い

ち
か
わ川

壽ひ
さ
よ
し善

、
三
俣
‐
瀧た

き

の野

文ふ
み
あ
き昭
、
赤
坂
‐
荒あ

ら

い井
明あ

き
ら

、
豊
田
深

沢
‐
荒あ

ら

い井
米よ

ね

お男

区長

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

給付金
　
平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、所
得
の
少
な
い
方
に
対
し
、

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
方

○
平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て

本
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

○
平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
市
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
　
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
５
千
円（
支
給
は
１
回
で
す
）

申
請
先
　
平
成
28
年
１
月
１
日
時

点
で
お
住
ま
い
の
市
町
村
（
住
民

登
録
地
）

申
請
方
法
　
支
給
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ

る
方
は
申
請
書
に
記
入
、
押
印
の

上
、必
要
な
添
付
書
類
を
同
封
し
、

申
請
書
と
一
緒
に
お
送
り
し
た
返

信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
受
付

場
所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
３
月
2１
日
㈫
～
６
月

2１
日
㈬
（
各
市
町
村
で
受
付
期
間

は
異
な
り
ま
す
）

※
期
限
を
過
ぎ
る

と
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

受
付
場
所
　
左
表
の
と
お
り

支
給
（
不
支
給
）
決
定
　
申
請
を

受
け
た
後
、
平
成
27
年
中
の
所
得

等
受
給
資
格
な
ど
に
つ
い
て
審
査

の
上
、
支
給(

不
支
給)

決
定
し

ま
す
。

場　所 期　間 時　間
市民会館
４５ 号会議室

３月 21 日㈫
～ 31 日㈮

午前９時
～午後５時

豊田支所
地域振興課

３月 21 日㈫
～６月 21 日㈬ 午前８時 3０ 分

～午後５時 1５ 分
福祉課 ４月３日㈪

～６月 21 日㈬

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
５
・

２
７
６
）

※いずれの会場も、土・日・祝日の受け付けは
行っておりません。

確認じゃ！
 給付金


